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日本における缶詰の歴史は明治維新後すぐに始まった。 

欧米から食品の長期保存技術として缶詰の製法が伝えられ、軍需から民需へ、やがて外貨獲得

のための一大産業へと発展していった。 

収録した資料には、それらの技術がどのように発展したかの沿革を詳細に書いた記述も含まれて

いる。 

缶詰製法の技術が日本の近代化に何をもたらしたのか、あらゆる角度から検討してもらいたい。 
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